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鮑
照
の

『

擬
阮
公
夜
中
不
能
寐
』

詩
に

つ

い

て

鈴

木

敏

雄
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魏
の

阮

籍
の

　

　
夜

中
不

能
寐

　

　
起
坐

彈
鳴

琴

　

　

薄
帷
鑒
明
月

　

　

清
風
吹

我
襟

　

　

孤
鴻
號
外
野

　

　

翔
鳥
鳴

北
林

　

　

徘
徊

將
何
見

　

　

憂
思
蜀
傷
心

と
あ
る

o

　
『

文
選
』

拠
れ

ば
、

　

　

　
　

『

詠

懐
詩
』

常
に

禍
患
を
慮
る

。

故
に

此
の

詠

を
発
す

る
の

み
L

と

あ

り
、

晋
の

文
王

司
馬
昭
の

権
勢
が

盛
ん

な

時
代
に

あ
っ

て
、

飜
患
を
慮
っ

て

作

ら
れ

た
と

解
さ

れ

て

き

て

い

る
。

以
来

、

次
の

要
約
の

よ
う
に

読
ま

れ

て

き

て
い

る

と

す
る
こ

と
が

で

き

よ

う
。

　

人
々

が

み

な
寝
静
ま
っ

た

夜

半
、

ひ

と

り

端
坐

し

て

琴
に

む

か

う
。

『

詠
懐
詩
』

其
一

に
、

　

夜

中
　
寐
ぬ

る

能
は

ず

　

起

坐

し

て

鳴
琴
を
弾
ず

　
　

　

　
　

　

　
て

　

薄
き

帷
に

明
月

鑑
り

　

清
風

は

我

が

襟

を
吹

く

　
　

　

　
　

　

　
き

け

　

孤

鴻
は

外
野
に

号
び

　

翔
鳥
は

北
林
に

鳴
く

　

徘
徊

し

て

将
た

何
を
か

見
ん

　

憂
思
し

て

独

り
心

を

傷
ま
し

む

　
　
（

巻
二

十
三
）

に

引
く
劉
宋
の

顔

延
之
の

注
に

　
　

は
、

　
「

説
く
者
阮

籍
、

晋

文
の

代
に

在
り
、

寂
寥
は

明
月
と

と
も
に

私
の

周

囲
に

た

ち
。

め
、

齷
愁
は

清
風

と

と

も
に

私

を
揺
さ

ぶ

る
。

孤

鴻
や
翔
鳥
な
い

し

は

朔
鳥
、

す
な

わ

ち
こ

の

世
に

於
け
る

不

幸
な
も

の

（

司

馬
氏
の

下
剋
上
の

不
幸
な
犠
牲
と

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
は

る

な
っ

た

魏
の

王

室
の

お

さ

な
い

天
子
た

ち

他
∀

は

外
か

な
る

野
や

北

の

林
に

さ

け

び
鳴

く
。

こ

の

複
雑
な

現
実
に

対

処

す
る

す
べ

な

く

月

光

の

下

を
徘

徊
す
る

私
は

、

不

幸
な

も

の

以

外
の

何
も
の

を
も
発
見

し

得
ず

、

か

く

て

憂
い

の

な
か

で

感
情
の

孤
独

を
訴
え
る
の

で

あ

る
。

　

「

翔
鳥
鳴

北
林
」

の
一

句
に

つ

い

て
、

吉

川
幸
次
郎

氏
は

、

翔
鳥

な
い

し

は

朔
鳥
す
な
わ
ち
こ

の

世
の

邪
悪
な

も

の

（

魏
の

帝
位
を
奪

お

う

と

す
る

司

馬
氏
の

党
派
）

は

北
の

林
に

鳴

き

さ

わ

ぐ
、

と

解
す

る
。

こ

れ

は

唐
の

呂
尚
の

『

文
選
』

五
臣

注
、

元
の

劉
履
の

『

選
詩

補
注
』

な

ど

の

説
に

拠
る

が
、

顔
延
之
、

沈
約
、

唐

の

李
善
の

『

文

選
』

注

は

こ

れ

に

関
し

て

言
及
せ

ず
、

近
人
の

黄

節
氏

、

古
直
氏
は

『

詩
』

秦
風
・

晨
風
の

「

鴃
た

る

彼
の

晨
風
、

鬱
た

る

彼
の

北

林
」

を
も
っ

て

注
す

る
。

詳
細
は

後
述
す

る

こ

と

と

し
、

今
は

黄
・

古
両

氏
の

説
に

拠
っ

た
。
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さ

て
、

　
『

詠
懐

詩
』

其
一

は
、

楽
府
古
辞

　
　

昭
昭
素
明

月
、

暉
光

燭
我

牀
。

　
　

憂
人

不

能
寐

、

耿

耿
夜
何

長
。

　
　

微
風

吹

閨
闘

、

羅

帷
自
飄

颱
。

　
　

攬
衣
曳
長

帶、

雇

履
下
高
堂

。

　
　

東
西
安
所
之
、

徘
徊

以
彷

徨
。

　
　

春
鳥
飜
南
飛
、

翻

翊

獨
朝

翔
。

　
　

悲

聲
命
儔
匹
、

哀
鳴
傷

我
腸

。

　
　

感
物

懐
所
田
心

、
　

泣
滋
叩

忽
怯
個

裳
。

　
　

佇
立
吐

高
吟

、

野

憤
訴

穹
蒼

。

お

よ

び

『

古
詩

十
九

首
』

其
十
九
の
、

　
　

明

月
何

皎
皎

、

照
我

羅
床
韓

。

　
　

憂
愁

不
能
寐
、

攬
衣
起

誹

徊
。

　
　

客

行
雖
云

樂
、

不
如

早

旋
歸

。

　
　

出
戸

蜀
彷
徨

、

愁

思
當
告
誰

。

　
　

引
領
還
入

房
、

涙

下
沾
裳
衣

。

を
参
照

し
た

と

考
え

ら
れ

る

が
。

劉

宋
の

鮑
照
は
、

え
、

こ

の

『

詠
懐

詩
』

漏
分
不
能
臥

酌

酒
亂
繁
憂

惠
氣

憑
夜
溝

素

景
縁
陣
流

鳴
鶴

時
一

聞

　
　

注

 

『

傷
歌

行
』

　

其
一

に

擬
し

た
。

漏
分

　
臥

す
能

は
ず

　

　
　
　

　
　
　

　
ま

キ　

酒

を
酌
ん

で

繁
憂
を
乱

ら
す

恵

気
は

夜
に

憑
つ

て

清

く

素

景
は

隈
に

縁
つ

て

流
る

鳴
鶴

　
時
に
一

た
び

聞
こ

え

の
、

こ

れ

ら
を
踏
ま

　

千
里

絶
無
儔

　
千
里

　
絶
え

て

儔
無

し

　

佇
立
爲
誰
久

　
佇
立
し

て

誰
が

た

め

に

か

久

し

う
せ

ん

　

寂

寞
空
自
愁

　
寂
寞
と

し

て

空
し

く
自
ら

愁
へ

し

む

水

時
計
に

目

を
や

れ

ば

夜
半
、

ひ

と

り

酒
を
く
ん
で

複

雑
な
憂
い

を
ま

ぎ

ら

す
。

らロ和
め

る

風

は

夜
の

深
ま

る

に

つ

れ

て

清
く

、

照

覧
の

月
明

か

り
は

壁
際
に

そ
っ

て

流
れ

る
。

鳴
く

鶴
の

声
が

そ
の

折
ち
ょ

っ

と

聞
こ

え

た
が

、

応
じ

て

鳴
く
も
の

は

全

く
ど
こ

に

も
い

な
い

。

誰
か

の

た

め

に

待
と

う
と

し

て

月

光
の

下
に

立
ち

つ

く
す
私
は

、

誰
の

た

め

と

も

な
り

得

ず、

か

く
て

も
の

も

言
え

ず
、

え

も

言
わ

れ

ぬ

愁
い

に

さ

い

な
ま

れ

る

の

で

あ

る
。

　

以

下
、

鮑
照

が

『

擬
阮

公
夜
中
不

能
寐
』

詩
を
作
っ

た

意
図
に

つ

い

て

述
べ

よ

う
と

思
う
が
、

予
め

、

擬

作
と
い

う
文

学
活
動
に

つ

い

て

＝
言

し

て

お

き

た

い
。

　

ま

ず
、

　
「

擬
」

と
い

う
継
承
性
に

つ

い

て

言
え

ば
、

例
え

ば
、

鮑

照

の

『

擬
阮
公

夜

中
不
能
寐
』

詩
（

擬

作
）

は
、

五

言
八

句、

一

韻

到
底
式
の

古
詩
で
、

阮

籍
の

『

詠

懐
詩
』

且

二

　（

原
作
）

と

型
を

同

じ

く
す
る

。

ま
た
、

こ

の

擬

作
の

各

句
は
、

基
本
的

に

は

原
作
の
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
サで
プ

聯
二

句
ご

と

の

言
い

換
え
か

ら

成
る
．、

擬

作
詩
の

継
承
の

型
に

は
、

「

擬
」

の

ほ

か

に
、

　
「

学
○

○
体
」

、

「

代
（

楽

府
）

」

な

ど
が

あ
る
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が
、

そ

の

中
で

「

擬
」

は
、

原
則
と

し

て

或
る

特
定
の

対
象
作
品
一

首
（

原
作
V

と
旬

数
お

よ

び
押

韻
形
式

を
同
じ

く

し
、

さ

ら
に

構
成

を

同
じ

く
す
る

も
の

で

あ

る

と

定
義
で

き

る
。

た

だ

し
、

例
え

ば

晋

の

傅
玄
の

『

擬
四

愁
詩
』

の

よ

う
に
、

原
作
に

対
す
る

批
判
が

強
く
、

こ

の

定
義
を
逸

脱
す
る

も
の

も

あ

る
。

　

次
に

、

　
「

擬
」

の

特
徴
の
一

つ

で

あ

る
一

聯
二

句
ご

と

の

言
い

換

え
に

つ

い

て
、

そ
の

機

能
を
見
る

と
、

例
え

ば

『

古
詩

十
九

首
』

其

三
の

結
二

句
は
、

　

　
　
　

古

詩

　
　
　
　

陸

機

鷺

離
鞍

纏

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
注

 
　
　

　
　
　

　
　

　
　ヘ
ド・

f

の

よ

う

に

言
い

換
え

ら
れ

る
。

不
遇
の

故
に

享
楽
主
義
に

流
れ

る

古

詩
に

対
し

、

晋
の

陸
機
は

そ

れ
と

ほ

ぼ

同
様
の

認
識
を
し

（

「

戚

戚
」

と

「

慷
慨
」

の

差
異

は
し

ば

ら
く

措
く

）

、

鮑
照
は

天
子

の

求
め

に

応
じ

な
い

こ

と
こ

そ
生
を
娯

し

ま

せ

る

も
の

で

あ
る

と

の

認
識
に

至

り
、

唐
の

韋
応
物
は

拘

束
さ

れ

ず
に

自

由
に

動
け

る

の

は

若
い

時
の

特
権
で

あ

る

と
の

認
識
に

達
す
る

。

　
「

極

宴
」

を
「

遨
遊
」

と

す
る

よ

う
な

同
一

概
念
に

ょ

る

言
い

換
え

は
、

原
作
と

ほ

ぼ

認
識
を
同

じ

く
し
、

　
「

戚
戚
何

ぞ
迫
る

所
ぞ
」

を
「

安
ん
ぞ

多
賢
を

求
む

る

を
用

ゐ

ん
」

と

す
る

よ

う
に
、

別
概
念
に

基
づ

い

て

措
辞
を
変
え

る

部
分

は
、

原
作
と

認

識
を
異

に

す
る
こ

と
が

多
い

。

　
「

擬
」

の

継
承
を
す

る

擬

作
詩
は
、

基
本
的
に

こ

の

方
式
で
一

篇
が

統
括
さ

れ

る
。

　

と
こ

ろ
で
、

一

篇
の

大
部

分
が

言
い

換
え

で

成
り

立
つ

と

い

う
こ

と

は
、

や

は

り

擬
作
で

あ
っ

て
、

創
作
で

は

な
い

。

例

え

ば
、

睦
機

の

句
は

そ

れ

だ

け

で

充
分

に

そ
の

思
想

感
情
を
伝
え

得
る

が
、

そ
れ

が

古
詩
の

擬

作
で

あ
る

と

銘
打
た

れ

た

時
、

古
詩
の

句

と

対
置
さ

れ
、

い

っ

そ

う

表
現
効
果
が

増
す

。

す
な

わ

ち
、

擬

作
は

創
作
と

ち
が

い
、

原
作
と

灣
比

さ

れ

る
こ

と

で

成
立
す

る
。

後
世
の

批
評
の

中
で
、

例

え

ば

清
の

王

士

祺
の

『

池
北
偶
談
』

談
藝
篇
「

擬

古
」

の

条
に
、
「
A
．

人
の

擬

古
は
、

牀
上
に

牀
を

安
く
が
ご

と

し
」

と

言
う
の

は
、

原
作

と
の

対
置
が

不

成
立

で

あ
る
こ

と

の

指
摘
で

あ

る
。

擬

作
す
る

者
は

、

こ

の

点
に

充
分

な
注
意
を
払
っ

て

い

た

と

考
え

ら
れ
る

。

　

そ
こ

で
、

原
作
と

の

対

置

効

果
を
擬

作
が

有
効
に

発
揮
し

よ

う
と

す
る

時
、

原
作
の

理
解
を
充

分
な
も
の

に

し
て

お

く

必

要
が

生
ま

れ

る
。

例
え

ば
、

鮑
照
が

古
詩
に

擬
し

て

「

生
を
娯
し

ま

し

む
る

は

信

に

謬
り

に

非
ず
一

と

言
う

に

は
、

原

作
の

句

意

を、

鮑
照
な
り
に

把

握

し
て

お

か

な
く
て

は

な

ら
な
い

。

そ

れ

が

あ
っ

て

初
め

て

原
作
の

「

極
宴
」

の

二

旬
を
肯

定
的
に

評

価
で

き
、

そ
れ

を
「

娯
生
」

と

言
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い

換
え

て
、

　
「

信
非
謬
」

と

言
い

切
れ
る

。

そ

し

て

さ

ら
に
、

原
作

に

無
い

認
議
の

「

安
用

求
多

賢
」

を
、

次

句
に

加
え

る

こ

と

も
可

能

に

な

る
が

、

そ
れ

を
加
え

た
と
い

う
こ

と

は
、

擬

作
す
る

者
の
、

原

作
に

対
す
る

単
な
る

言
い

換
え

で

は

満
た

さ

れ

な
い

思
い

を

反
映
す

る
。

つ

ま
り
、

鮑
照
な
り

の

文
学
観
に

根
ざ

し

た

広

義
の

批
評

行
為

に

も

な
り

得
る

。

具
体
的
に

言
え

ば
、

原
作
は

『

楚

辞
』

九

章
・

悲

　

　
　
　
ハ
み

も
ひワ

回
風
の

「

居
は

戚
々

と
し

て

解
く
べ

か

ら
ず
」

に

見
ら

れ

る
、

景
慕

す
る

人

物
に

め

ぐ
り

会
え

な
い

憂
い

を
踏
ま

え

る
。

陸

機
は

そ
れ

を

『

説
文
解

字
』

の

「

杭

慨
は
、

壮

士
　

志
を
心

に

得
ぎ

る

な
り
」

に

見

ら
れ

る
、

志
を
得
な
い

壮

士
の

憂
い

を
用
い

て
、

捉
え

な
お

し

た
。

し

か

し
、

原
作
．

陸
機
と

も
に
、

享
楽
に

流
れ

る

動

機
が

ま
だ
明

か

さ

れ

な
い

。

そ
こ

で

鮑
照

は
、

　
『

後

漢
書
』

蔡
巛

邑

傳
の

「

賢
を

求
む

る

の

道
は

、

未
だ

必

ず
し

も
一

塗
な

ら
ず

。

或

は

徳
を
以
て

顕
は

し
、

或
は

言
を

以
て

揚
ぐ

」

な

ど

に

見

ら

れ

る

よ

う

な
賢
人

登
用
の

考
え

方
の

反
措
定

を
お

こ

な
い
、

享
楽
の

動

機
を
明

言
し

た
。

こ

こ

に

原

作
と
の

対
置

関
係
が

生
じ
、

鮑
照
の

句

意
が

際
立
つ

。

擬

作
の

意
図

も
、

言
い

換
え

に

よ
っ

て

こ

の

効
果

を
あ
げ
る

と

こ

ろ
に

存
す

る

と

す

る

こ

と
が

で

き

る
。

　
以
上
で

述
べ

た

と

こ

ろ
に

基
づ

き
、

　
『

擬
阮
公
夜

中
不

能
寐
』

詩

の

擬
作
意
図
に

つ

い

て
、

同

様
の

考
察
を
試
み

て

み

る
。

　
原
作
お

よ

び

擬
作
が

描
こ

う
と

す
る

の

は
、

と

も
に

政
権
交

替
時

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
そ

し

の

乱

世
に

お

い

て
、

簒
奪
者

側
に

在
り

、

そ
れ

を

譏
ろ

う
に

も

譏
ら

れ

な
い

や

る

せ

な
さ

、

我
が

身

を
苛
む
憂
い

で

あ
ろ

う
（

擬
作
が

描

く
具

体
的
内
容
は

後
述
す
る

）

。

　
『

文
選
』

李
善
注
に

言
う
「

憂
生

の

嗟
き

」

で

あ
る

。

こ

の

概
念
を

両
者
が

い

か

に

認
識
し
、

表
現

し

た
の

か
、

さ

ら
に

両
者
の

間

に

認
識
の

差
異

が

確
認
で

き

れ

ば
、

そ

こ

に

は

鮑
照
の

阮

籍
に

対
す
る
い

か

な
る

評

価
が

込
め

ら
れ

て

い

る

の

か
、

詩
の

構
成
順
に

二

句
一

聯
ご

と

の

対
比

を
行
な
い

、

そ

の

詳

細
に

あ
た
っ

て

み

る
。

　
　
　

［

繊

翻
讐

ー
［

醵

糴
難
］

　

ま

ず
、

第
皿

聯
（

第
一

・

二

句
目

）

で

あ

る

が
、

冒
頭
の

「

潺
分
」

は
、

　
『

周
礼
』

挈
壺
氏
の

「

壺
を
懸
け

、

…

…

水
火

を
以
て

こ

れ

を

守
り

、

分
く
る

に

日

夜
を
以
て

す
」

を
踏
ま

え

て

い

よ

う
。

清
の

段

玉

裁
は

、

　
『

説
文
解

字
』

　
「

漏
」

字
注

に

宋
代
の

偽
書
か

と

疑
わ

れ

る

『

霊

枢
経
』

を
引
き
、

　
「

漏
水

　
下
る

こ

と

百

刻
、

以

て

昼
夜

を

分
か

つ
」

と

括
る

が
、

こ

こ

で

は

そ
の

昼
の

時
間
帯
か

ら

通
常
人
な

ら
ば
床

に

つ

く

と
こ

ろ
の

夜
の

時
間

帯
に

入
っ

た

こ

と

を
言
う
も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

水

時
計
は
一

般
に
一

昼

夜
を
百

刻
に

分
か

ち
、

昼

間

は

「

昼

漏
」

、

夜
聞
は

「

夜
漏
」

で

時
を
計
る

。

そ
の

「

昼

漏
」

か

ら

「

夜

漏
」

に

移
っ

た

こ

と

を、

鮑
照
独

特
の

縮

約
し

た

表
現
で

言
い

括
っ

た

の

が

「

漏
分
」

で

あ

ろ

う
。

原
作
の

「

夜

中
」

の

言
い

換
え

に

近
い

。

同
様
に

、

　
「

臥
」

は

「

寐
」

の
、

　
「

酌
酒
」

は

「

弾

…・
：

琴
」

の
、

そ
れ

ぞ
れ

言
い

換
え

で

あ
る

と
見
ら

れ

る
。
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ま

た
、

　
「

起
坐
」

に

つ

い

て

は
、

言
い

換
え

を
せ

ず
に
「

乱

繁
憂
」

と

措
き

、

措
辞
に

変
位

を
与
え
た

。

し

か

し
、

も
と
の

概

念
に

交

替

が

無
い

と
こ

ろ

か

ら
、

鮑
照
が

行
な
っ

た

解

釈
で

あ

る
と

考
え

た
い

。

「

起
坐
」

は
、

漢
の

王

褒
の

『

憧
約
』

に

「

馬
牛
を
侮
食
す
る

に
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
コ
ぐ
さ

鼓
す
る
こ

と

四
た

び
に

し

て

起
坐

し
、

夜

半

蒭
を
益
す
」

と

あ

る

な

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ゆ

え

ど
、

夜
半
に

何
ら

か

の

故

あ
っ

て

目
覚
め

て

い

る

状
態

を
言
う

。

と

こ

ろ
で

、

阮
籍
の

こ

の

句
は

『

古
詩

十
九

首
』

其

十
九
の

「

憂
愁

　
　

　

　
　

　

　
　

　
と

寐
ぬ

る

能
は

ず
、

衣
を

攬
り

起
つ

て

徘
徊
す
」

を
も

承
け
る
と

考
え

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ゆ

ス

ら
れ

、

阮

籍
に

と
っ

て

の

故
と

い

う
の

は

憂
い

で

あ

る
。

一

方
、

鮑

の 照
’

の

「

乱

…
…

憂
」

も

忘
憂
の

意
に

解
し

得
、

　
『

詩
』

郡
風
．

柏
舟

　
　
耿
耿
不
寐

、

如
有

隱
憂

。

　
　
微
我

無
酒

、

以

敖
以
遊

。

以
来
、

楽
府
古
辞

『

傷
歌

行
』

　
（

前
掲
）

な

ど

に

詠
み

継

が

れ

る

「

憂
」

字
を
承
け

、

そ
の

憂
い

の

処
理
に

苦
慮
す
る

様
子

を
述
べ

る
。

擬
作
の

方
は
一

聯
の

中
に

「

憂
」

字
が

措
か

れ

る
の

で

説
明

的
に

堕

す
る

感
を
免
れ

な
い

が
、

句
意
は

原
作
に

近
い

こ

と

か

ら
、

そ
こ

に

は
、

鮑
照
が

原
作
を
そ
の

よ

う
に

鰐

釈
し
よ

う
と

し

た

意
図
が

窺
わ

れ
る

こ

と
に

な
る

。

二

句
を

総
じ
て

見
れ
ば

、

原
作
を
肯
定
的

に

承

け
て

い

る

と

言
え

よ

う
。

［

薄
帷

鑒
明

月

溏
風
吹
我

襟
］

ー
［

鰲
総

難
］

　
つ

い

で
、

第
二

聯
（

第
三
・

四
句
目

）

は
、

対
句
の

形
式
を
原
作

と

は
異
に

し
、

萌
月
」

を
言
い

換
え

て

「

素

景
」

と

し
、

清
風
」

を
言
い

換
え

て

「

恵

気
」

と

し

て
、

そ

れ

ぞ
れ

を
並

列
さ
せ

た
。

こ

の

こ

と

に

よ

り、

原
作
の

第
三

聯
の

「

孤
鴻
」

と

「

翔
鳥
」

の

対
に

見

ら
れ

る

よ

う
な
寓
意
性
が

顕

著
に

な
る

。

　

近
人
の

銭
仲
聯
氏
の

鮑
照

年
表
に

拠
れ

ば
、

劉

宋
の

文
帝
の

元

嘉

二

十
四

年
（

四
四
七

年
）

以
来

、

始
興
王

濬
の

侍

郎
で

あ
っ

た
鮑
照

は
、

元

嘉
二

十
八

年
（

四
五
一

年
）

そ

の

任
を

辞
し

、

翌
、

元

嘉
二

十
九

年
、

南

寛
州

か

ら
建
業
に

返
る

。

と

こ

ろ

が
、

さ

ら

に

翌
、

元

嘉
三

十
年
（

四

五

三

年
）

か

つ

て

の

恩
人
で

あ

る

始
興

王

は
、

太
子

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

か

ど

劭
の

叛
逆
に

従
い

、

文
帝
を

弑
し
た

廉
で

、

後
の

孝
武

帝
駿
の

誅
に

伏
し

た
。

い

わ

ゆ

る

元
凶

劭
の

巫
蠱
事
件
も

し

く
は

弑
逆
事
件
と

呼

ば
れ

る

も
の

で

あ

る
。

時
に

鮑

照
は

、

駿
の

将

軍
と

な
る

柳
元

景
に

招
か

れ

て

い

た

と

推
定
さ

れ

る
。

事
件
の

報
に

接
し

、

そ

の

心

中
は

複
雑
で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

注

 

　

事
件
の

経
緯
に

関
し

て

は
、

中
森
健
二

氏
の

『

鮑
照
の

文
學
』

に

詳
し
い

が
、

氏
は

鮑
照
の

『

中
興
歌
』

十
首
を
こ

の

事
件
直
後
の

作

で

あ
る

と
す
る

。

い

ま
、

こ

の

『

中
興
歌
』

に
、

　
「

勅
あ
つ

て

柳
元

景
の

た

め

に

作
る
」

と

さ

れ
る

『

侍

宴
覆
舟
山
』

詩
二

首
を
加

味

し

た

上

で
こ

れ

ら
に

注
目
す
る

と
、

孝
武
帝

駿
と

柳
元

景
を

、

　
　

葎
寮
照
玉

臺
、

紫
煙
遊

鳳
閣

。

艸
誤

歌

　
　

明

暉
爍
神
都

、

麗
氣

冠
華
甸

。

崘
宴

期
舟

　
　

繁
霜
飛
玉

闥
、

愛
景
麗
皇
州

。

嬰
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な
ど
の

表
現

で

寓

意
的
に

表
し

て
い

る
こ

と
に

気
付
く

。

鮑
照
の
『

擬

阮
公

夜
中
不
能
寐
』

詩
の

制
作

年
代
は

詳
か

で

な
い

が
、

こ

の

擬
作

中
の

「

恵

気
し

と

「

素

景
」

と

が
、

　
『

中
興
歌
』

お

よ

び

『

侍
宴
覆

舟
山
』

詩
に

見
え
た

蘆
気
L

や

・

祥

景
L

、

憂
景
L

と

用

法

が

類
似
す

る

こ

と

か

ら
（

仮
り

に
、

駿
と

柳
元

景
と

を
寓
す
る

も
の

で

あ

る

と

す
る

な
ら
ば

、

そ

し

て

原

作
の

第
三
聯
の

よ

う
に

寓

意
的
に

解
し

得
る

と
す
れ

ば
、

当
時
の

鮑
照
の

私

的
な

立
場
で
の

心

情
を
知

る
こ

と
が

で
き

、

且
つ
、

擬

作
の

理
解
も
深
ま

る
。

こ

の

仮
説
に

基

づ

き
、

孝
武
帝

を
寓
す
る

「

恵

気
」

と

柳
元

景
を
寓
す
る

「

素
景
」

と
に

対
し

、

寂
寥
と

憂
愁

の

念

を
抱
く
自
己

を
提

出
し
た

の

が

第
二

聯
で

あ
る

と

考
え

た

い
。

と

す
れ

ば
、

第
一

聯
の

「

繁
憂
」

の

具

体

的
な

内
容
も
、

自

ず
と

明

ら
か

に

な
ろ

う
。

　

元
来

「

恵

気
」

は
、

　
『

楚
辞
』

天

問
に

「

伯

強
は

何
れ

の

処

ぞ
、

恵

気
は

安
く
に

か

在
る
」

と

言
う
と
こ

ろ

の
、

役
病

神
伯

強
の

気
を

和
ま

せ

る

風

を
言
う

。

ま

た

「

素
景
」

は
、

競

籍
の

四
言
『

詠
懐
詩
』

其
七
に

「

素
景
は

光
を
垂
れ

、

明

星

に

爛
る

る
こ

と

有

り
」

と

言
い

、

晋
の

陸
雲
の

『

喜

霽
賦
』

に

「

朱
光
は

甕
膈
に

播
か

れ
、

素
景
は

中

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

あ

閨
に

衍
か

る
。

天

監

　
照

と

作
り
、

幽
明

　
畢
く
覿
さ

る
」

と
い

う

と

こ

ろ

の
、

天
照
の

光

を
言

う
。

　「

素
景
」

は

「

明

星
」

を
爛
れ

き

せ

て

し

ま

う
こ

と

も
あ
る

が
、

い

ま
、

こ

れ

ら
を

「

恵
風
」

、

　
「

素

月
」

と

解
し

て

も

よ

い

な

ら

ば
、

陸

機
の

『

擬

古
』

其
十
一

に

「

恵

風
は

我

が

懐
に

入

る
」

と
詠
ま

れ
、

『

傷
歌

行
』

に

も
「

昭
々

た

り

素

明

の

月
」

と

詠
ま

れ

る

よ

う

に
、

憂
愁
の

イ
メ

ー

ジ

を
伴
う

も

の

で

あ

る

と

言
う
こ

と
が

で

き

る
。

鮑
照
も
、

阮

籍
の

原

作
が

そ
う
で

あ

　
っ

た

よ

う

に
、

　
「

恵
気
」

、

　
「

素
景
」

を
憂
愁
の

イ
メ

ー

ジ

を
想

起

さ
せ

る

も
の

と

し

て

捉
え

て
い

た

よ

う
で

あ

る
。

　

さ

て
、

飽
照

は
、

憂
い

が
、

そ
れ

ぞ

れ

「

憑
夜
清
」

、

　
「

縁
隙
流
」

旗
い

う
か

た

ち

で

し
の

び

寄
る

と

言

う
。

原
作
の

「

薄
帷
」

、

　
「

我

襟
」

の

単
な

る

言
い

換
え

を
せ

ず
、

そ

れ

と

は

別
概
念

の

語

句

を
措

い

た

と
こ

ろ

に
、

独
自
の

判

断
に

な
る

認
識
が

現
れ
る
こ

と
に

な
る

。

　
「

薄
帷
」

と

「

我
襟
」

は
、

古
直

氏
の

『

阮
嗣

宗
詠
懐
詩

箋
』

に

拠

れ

ば
、

　
『

古
詩
十
九
首
』

其
十
九
（

前
掲
）

の

「

明

月

は

何
ぞ
皎
々

た

る
、

我
が

羅
床
の

幃
を
照

ら

す
」

に

基
づ

く

と

す
る

。

『

傷
歌
行
』

　〔

前
掲
）

の

「

昭
々

た

り
素
明
の

月
、

暉
光

は

我
が

牀
を

燭
ら

す
。

…・
：

微
風

は

閨
闥
を
吹

き
、

羅
帷
は

自
ら
飄

颱
す
」

の

語

旬
も

借
り

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る

が
、

こ

れ

ら
に

共
通
し

て

現
れ

る

「

我
」

字

が

擬
作
で

は

除
か

れ

た
。

原
作
に

負
う
の

が

擬

作
で

あ

る

か

ら
・

言

わ

ず
と

も

「

我
」

は

想
起
さ

れ

る
。

し

か

し

そ

の

「

我
」

が
、

原
作

の

「

帷
」

と

「

襟
し

の

概
念

か

ら
は

直
接
に

想
起
さ

れ

な
い

「

夜
」

と

「

隙
」

の

狭
間
で

憂
え

る

も

の

と

し

て

提
示

さ

れ

た

と
こ

ろ

に

ま
、

鮑
照

独
自
の

概
念
の

付

与
が

見
ら

れ

る
。

そ
し

て

同
時
に
、

意
識
的

で

な
い

に

せ

よ
、

原
作
に

対
す
る

批
評
が

働
き

、

対
置
効

果
が

生
じ

る
。

そ

れ

は
、

　
『

古
詩
十
九
首
』

や

『

傷
歌

行
』

の

語
句

を
踏
襲
し
、

従

来
の

句
法

を
あ

ま

り

外
れ

ず
、

憂
い

の

み

を
象
徴

す
る

原
作
に

対

し
、

鮑
照

が

抱
く

と
こ

ろ

の
、

昏
迷
の

時

代
を

粛
静
し

た

者
、

お

よ

び

そ
の
一

隅

に

あ
っ

て

力
を
得
た

者
が

あ
っ

た

こ

と

に

関
わ

る

概
念
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を
、

寓
意
と
は

言
っ

て

も

よ
り

明

瞭
な
「

夜
」

　
「

隙
」

と

い

う

表
現

で
、

対
置
さ

せ

た
こ

と
に

な
る

。

　
一

体

「

夜
」

は
、

現
存
の

鮑
照
の

詩
文
（

南
斉
の

虞
炎
の

推
定
で

　

　
　

　

は

約
半
数
）

の

中
に
、

六

十

例
近
く

散
見
す
る

。

当
時
の

文
人
の

中
で

は
、

使
用

頻
度
が

比

較
的

高
い

方
で

は
な
い

か

と

考
え

ら

れ

る

が
、

そ
の

用
例

中
で

、

　

　

渉
脩

夜
之
長

寂
、

信
專
思
而

知

哀
。

搬
鵬

　

　

念
此

憂
如

何、

夜
長

愁
更

多
。

孅

砧

な
ど
、

長
い

夜
が

哀
寂
や

憂
愁

と

結
び

付
け

ら
れ

た

表
現
に

着
目
し

て

み

る
。

こ

れ

ら
は
、

前
掲
の

『

詩
』

郡
風
・

柏
舟
の

、

　

　

耿
耿
不
寐
、

如
有

隱
憂

。

を
承

け
た

『

楚
辞
』

遠
遊
の

、

　

　

夜
耿

歌
而

不
寐

兮
、

魂

梵

梵
而

至
曙

。

に

拠

ろ
う

（

王

逸
は

「

憂
ふ

る

に

愁
戚

を
以
て

し
、

目
は

眠

ら
ざ

る

な
り

」

云
々

と

注

す
る

）

。

ま
た

、

阮

籍
の

四
言

『

詠
懐
詩
』

其
三

に

も
、

　

　

靖
風

肅
肅

、

脩
夜

漫
漫

。

　

　

嘯
歌

傷
懐

、

獨
寐

寤
言

。

と
あ
る

。

さ

ら
に

原

作
の

冒
頭

に

「

夜
」

字
が

見
え
、

五
臣

注
『

文

選
』

の

注

釈
者
の
一

人

で

あ
る

呂

延
済
は

、

「

夜

中
は

昏
乱

に

喩
ふ
」

と

注
す
る

。

そ
の

適

否
は

と

も
か

く
、

鮑
照
に

は

「

夜
」

を
昏
乱
に

喩
え

、

そ
れ

を
憂
え
た

も
の

の

例
が
一

例
見
出
せ

る
。

そ
れ

は
、

恰

も

暗
合
し

た

か

の

よ

う

で

あ

る
が
、

こ

の

擬
作
と

前
後
し

て

作
ら

れ

た

と

推

定
さ

れ

て

い

る
、

前
述
の

『

中
興
歌
』

十
首
の

其
一
、

　

　
　
　

　
　
　
　
で
　

　

　へ

　

　

千
冬
逢
一

春
、

萬
夜
見

朝
日

。

　

　

生
平

値
中
興

、

歡
起
百
憂

畢
。

の

中
に

現
れ
た

「

夜
」

で

あ

る
。

こ

の

い

つ

ま

で

も

続
く
夜
は

、

既

述
の

元
凶

劭
に

よ

る

文
帝

弑
逆
事
件

を
め

ぐ

る

抗

争
を
指
す

。

そ

し

て

そ
の

「

万
夜
」

を
明

け

さ

せ

た

「

朝
日

」

が

劉

駿
で

あ
り

、

柳
元

景
で

あ

る
。

と

す

れ

ば
、

こ

こ

で

問
題
と

し

て
い

る

「

憑
夜
清
」

の

「

夜
」

も
、

こ

の

事
件
に

喩
え

る
こ

と

が

可
能

で

あ
る

。

つ

ま
り

、

「

恵

気
憑
夜

清
」

の
一

句
は
、

孝
武

帝
駿
が

文
帝
弑
逆

事
件
に

乗
じ

て

世

を
治
め

よ

う
と
す
る

状
態
を

意
昧
す
る

。

ま

た
、

こ

れ

と

対
に

な
る

「

素
景
縁
隙
流
」

の
一

句
も

、

柳
元

景
が

そ
の

間

隙
を
ぬ

っ

て

の

し

上

が
っ

て

き

た

状

態
を
意
味

す
る
こ

と

に

な
る

。

「

隙
」

（
「

躁
」

に

作
る

の

は

古

字
）

の

使
用
は

、

鮑
照
に

お

い

て

は

五

例
に

過
ぎ

ず、

一

例
が

怨
み

の

意
で

用
い

ら
れ

る

ほ
か

は
、

皆

『

淮
南
子
』

説
山
訓

の

「

光

を
隙
に

受
く
れ

ば
、

一

隅
を
照
ら

す
。

・
：・
：

受
く
る

所
の

者

小
さ

け

れ
ば
、

則
ち
見
る

所
の

者
浅
し

」

に

言
う

す
き

間

の

意
で

あ

る
。

し

か

し
、

　
『

韓
非
子
』

亡
徴
に

、

　
「

木
の

折
る

る

や

必
ず
蠹
に

よ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

通
り

、

牆
の

壊
る

る

や

必

ず
隙
に

通
る

。

然
れ

ど
も
、

木
は

蠹
と
錐

も
疾
風

無
く

ん

ば
折
れ

ず
、

牆
は

隙
と

雖
も
大
雨

無
く
ん

ば

壊
れ

ず
」

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
す
き

と

言
う
よ

う
に

、

つ

け

入

る

隙
に

も

喩
え

ら
れ

る
。

鮑
照
は

こ

の

意

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ま
　

味
に

用
い

て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

　

以
上

に

述
べ

た

「

夜
」

と

「

隙
」

と

に

挺
り
、

鮑
照

は

第
二

聯
に
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か

ぜヒ
　
　
　
　
ロ
つ

きり

阮
籍
と

概

念
を
異
に

す

る

「

気
」

と

「

景
」

と

を
措
き
、

無
意
識
に

せ

よ
、

原

詩
の

寓
意
の

不
明

瞭
さ

を
批

評
し

、

自
己
の

抱
く

概

念
を

対
置
的
に

提
示

し
た

と

考
え

た

い
。

［

刎

麟
馨

ー
［

穐

羅
魎

　

そ
こ

で

第
三

聯
（

第
五
・

六

句

目
）

に

繋
が

る

が
、

こ

の

聯
も

対

句
の

形
式
を
原

作
と

異

に

す

る
。

こ

の

異
差
は
二

つ

の

場
合
に

起
因

す
る

。

原
作
が

「

孤

鴻
」

と

「

翔
鳥
」

の

二

種
の

鳥

を
用
い

て

そ
の

概
念
を

対
に

作
る

の

に

対
し
、

擬

作
は
こ

れ

を
「

鳴
鶴
」

と
い

う
一

種

類
の

鳥
で

言
い

換
え

た
。

そ
れ

は
一

つ

に
、

原
作
の

下
旬

を
削
除

し
、

そ
こ

に

別
概

念
を
導
入

し

た

場
合
と

、

二

つ

に
、

原
作
の

二

旬

を
｝

括
し

て
し

ま
っ

た

場
合
と

が

考
え

ら
れ

る
。

　

原
作
の

こ

の

二

句
に

つ

い

て
、

そ
の

寓

意
を
捉
え

な
お

し

て

み

る

と
、

五

臣
注

『

文
選
』

の

施
注
者
の
一

人

で

あ

る

呂
尚

は
、

　
「

孤

鴻

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
あ

コ
と

り

は
、

賢
臣
の

孤
独
に

し

て

外
に

在
る

に

喩
ふ

。

翔
鳥
は

鷙
爲
な
れ

ば
、

以
て

権
臣
の

近
き

に

在
る

に

比

し
、

晋
の

文
王
を
謂
ふ
」

と

言

う
。

劉

履
の

「

選
詩

補
注
』

も
こ

れ

を
採
り
、

清
の

蒋
師

燈
も

「

舞
ぶ

は

自
ら

哀
れ

み
、

鳴

く
は
自

ら
楽
し

む
」

と

言
う

。

　
「

孤
鴻
」

と

「

翔

鳥
」

を

対
比

的
に

捉
え

、

前
者
を

外
に

在
っ

て

哀
れ

げ

な
賢
臣

、

後

者
を
帝
の

近
く
に

在
っ

て

楽
し

げ

な

権
臣

と

見
る
わ

け

で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し

、

顔

延
之

、

沈
約

、

李
善
は
こ

の

こ

と

に

言
及
せ

ず
、

さ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ゆ

ら
に

そ

れ
に

対
し
、

古
直
氏
は

「

詩
』

小
雅
・

鴻
鴈
の

「

鴻
鴈
于

き

　
　
　

　
　
が

う

が

う

飛
び

、

哀
鳴

嗷
々

た

り
L

と

そ
の

鄭
箋
の

「

鴻
は

陰
陽
寒
暑
を
避

く

る

を
知

れ

ば
、

民
の

無
道
を
去
つ

て

有
道
に

就
く
を
知

る

に

喩
ふ
」

、

お

よ

び

「

詩
』

秦
風
・

晨
風

の

「

鴃
た

り

彼
の

晨
風
、

鬱
た

り

彼
の

北

林
」

　
（

前
掲
）

を
引
く

。

ま

た

黄

節
氏
も

下
の

句
に

つ

い

て

は

古

氏
に

同
じ

で
、

上
の

句
に

つ

い

て

は
『

左
傳
』

昭
公
二

十
五

年
の

「

童

謡
に

こ

れ

有
り
、

曰
く

、

鸚
よ

鷁
よ

、

公
出

で

て
こ

れ

を
辱
め

ら
る

。

鵬

鷁
の

羽
、

公
は

外
野
に

在
り

、

と
」

を
引
き

、

　
「

孤

鴻
」

と

「

翔

鳥
」

を
並
列

的
に

捉
え
て

、

と

も
に

権
力
の

外
に

在
る

者
と

す

る
。

　
こ

こ

で
、

第
六

句
目
に

関
す
る

鮑
照
の

立

場
を
明

ら
か

に

し

な

け

れ

ば

な

ら
な
い

が
、

当
時

、

原
詩
の

こ

の

部
分
に

は

顔

延
之
も

注
を

施
さ

な
か

っ

た

の

で
、

当

時
の
一

般
論
に

帰
す
る

と
、

関
鍵
は

「

北

林
」

に

在
ろ

う
。

飽
照

が

こ

れ
を
帝
の

近
く
と
と
っ

た

か

外
野

と

と

っ

た
か

で
、

　
「

翔
鳥
鳴

北
林
」

の

寓
意

を
決
定
し

た
い

。

　
「

北

林
」

の

用
例
の

多
く

は
、

魏
代
に

見
え

る
。

例
え

ば
、

次
の

よ

う
な

傍
が

挙
げ

ら
れ

る
。

　
　
飛
鳥
翻
翔

舞
、

悲
鳴
集
北
林

。

韜

罎
行

　
　
願

爲

晨
風
鳥
、

雙
飛

翔
北
林

。

閙
砿
作

　
　山ロ
同

臺
多
悲
風
、

朝
日

照

北
林

　
飜
誦

茎

　
　
出
門

當
何
顧

、

徘
徊

歩
北

林
、

　
　
下
有
交

頸
獸

、

仰
見
雙
棲

禽
。

嗣
琳
篇

　
　
日

匿
景
兮
天
微
陰

、

經
迥
路

兮
造
北

林
。

齣
姑

　
　
零
雨

降
集
、

飄
溢

北
林

、

　
　
汎
汎

輕
舟

、

載
浮
載
江

。

蹴

論
詠

懐
詩
其

四
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我

徂
北
林

、

遊
彼
河

濱、

　
　

隱
鳳
棲
翼
、

潜
龍
躍
鱗

。

期

埜

こ

の

中
で

、

魏
の

文
帝

曹
丕
の

二

例
は
い

つ

れ

も
「

鳥
」

と

関

わ

り
、

特
に

『

清

河
作
』

詩
は

「

晨
風
」

を
提
示

す
る

の

で
、

『

詩
』

の

「

晨

風
し

を
踏
ま

え

る

こ

と

は

明

ら
か

で

あ

る
。

　
『

善
哉
行
』

の

「

飛
鳥
」

が

舞
う

北
林
も

、

恐

ら
く
こ

れ

に

準
じ

よ

う
。

曹
植
と

阮

籍
の

例
も
、

「

晨
風
」

と
の

関
わ

り

は

直
接
に

見
ら

れ

な
い

が
、

　
「

種
葛
篇
』

の

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
ヘ
　

ア

「

北

林
」

は

「

門

を
出
で
」

た

所
に

在
っ

て
、

一

対
の

「

交
頸
獣
」

や

「

双
棲

禽
」

が

棲
ま

う
。

四
言

『

詠
懐

詩
』

其

十
一

の

「

北

林
」

も

「

隠

鳳
」

が

棲
ま
い

、

と

も
に

外
野
が
想

定
さ

れ

る
。

　
『

離

友
』

詩
（

佚

文
）

の

「

北

林
」

は

「

迥
か

な
る

路
を

経
て

造
る

」

所
に

在

り
、

こ

れ

も
外
野

で

あ

ろ

う
。

た

だ
、

『

雑
詩
』

六

首
，

其
一

の
「

北

林
」

は

李
善
が

「

北
林
は

狭
な

る

を

言
ひ

、

小
人
に

比

喩
す
」

と

言

い
、

四
言

『

詠

懐
詩
』

其
四
の

「

北
林
」

も

流
れ
に

隨
う
「

軽
舟
」

が

浮
沈
す
る

所
で

あ
っ

て
、

い

つ

れ

と

も

決
め

難
い

。

鮑
照
に

は
「

北

林
」

の

用

例
が

無
い

が
、

特
に

魏
代
の

「

北
林
」

は

鳥
と
の

関
連
が

あ
る

場
合
は

外
野

を
指
す

の

で
、

鮑
照
も

鳥
と

の

関
連
か

ら
原
作
の

「

北
林
」

を
外
野
と

す
る

立
場

を
と
っ

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

原
作
の

「

翔
鳥
鳴

北

林
」

の

句
意

を
、

鮑
照

が

不

幸
な
も
の

の

姿

と

し
て

捉
え

た

と

す
る

と
、

対
に

な
る

「

孤
鴻
号
外
野
」

と

同
一

趣

向
の

句
と

見
た

こ

と

に

な
り
、

擬

作
は

原

作
の

第
三

聯
を
一

旬
に

纒

め

る

立

場
を
と
っ

た

こ

と
に

な
る

。

つ

ま

り
、

　
「

鳴
鶴
」

は

原

作
の

「

孤

鴻
」

、

　
「

翔
鳥
」

の

言
い

換
え

で

あ

り
、

「

千
里
」

は

「

外
野
」

「

北

林
」

の

言
い

換
え

で
あ

る
。

そ
し

て

そ
の

上
で

「

絶
え

て

儔
無

し
」

を
加
え

た
o

　
「

千
里

絶
無
儔
」

の

「

絶
無
儔
」

は
、

原
作
の

「

孤

鴻
」

の

「

孤
」

を
承
け
つ

つ
、

原
作
の

措
辞
を
変
え

て

作
っ

て

あ
る

。

原
作
は
「

号
」

と
言
い

「

鳴
」

と

言
っ

て

も
、

鳴

号
す
る

原
因
を
明

か

さ

な
い

。

擬

作
は

そ
れ

を
「

聞
」

で

承
け
、

並
ん

で

飛
べ

る

も
の

が

い

な
い

と

明

言
し
た

。

つ

ま

り

解

釈
が

働
い

た
。

鮑
照
が

「

孤

鴻
」

　
「

翔
鳥
」

の

鳴
号
の

原
因
を
「

絶
え

て

儔
無
し

」

に

在
る

と

し

た

の

に

は
、

自

己

の

概
念
の

付
与
と

と

も

に
、

や

は

り

原
作
に

対
す

る

批
評
意
識
が

働

い

て

い

よ

う
。

自
己
の

概

念
の

付
与
と

し

て

は
、

元
凶

劭
ら

、

と

り

わ

け

か

つ

て

の

恩
人

で

あ

る

始
興
王
の

姿
が

彷
彿
す
る

。

加
担

は

で

き

ず
、

た

だ

そ
の

悲
鳴

を
聞
く
よ

り

ほ

か

に

仕
方
の

無
か
っ

た

鮑
照

の
、

複

雑
な
立

場
が

思
わ

れ

る

表

現
で

あ

る
。

ま

た

批
評
と

し

て

は
、

鳥
の

概

念
の

認

識
が

問
題
と

な

る
。

阮
籍
の

描
い

た

鳥
は
、

古
直
氏

の

注

に

拠
れ

ば
、

　
「

無

道
」

に

対
し

て

鳴
く

も
の

で

あ
る

の

に

対
し
、

鮑
照

の

は
、

そ
の

よ

う

に

認
識
さ

れ

て

い

な
い

。

『

傷
歌
行
』

の
「

春

鳥
は

飜
つ

て

南
の

か

た

に

飛
び
、

脇
々

と

し

て

独

り

翊
翔
す

。

悲
声

儔
匹
を

継
め
、

哀
鳴
　
我
が

腸
を
傷
ま
し

む
」

を
承
け
、

　
『

易
』

中

孚
・

九

二

の

「

鳴
鶴
　
陰
に

在
り

、

其
の

子

こ

れ

に

和
す
」

を
も

踏

ま
え

、

王

弼
注
に

言
う

「

内
に

処
り

て

重

陰
の

下
に

居
り
、

而
も

履

む

に

中

を
失

は

ず
、

外
に

徇
は

ざ
る

は
、

其
の

真
に

任
ず
る

者
な
り

。

誠

を
立
て

て

篤
く

至

れ

ば
、

闇
昧
に

在
り

と

雖
も

、

物
は

亦

た

こ

れ
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に

応

ず
L

の

反
措

定
を

行
っ

て

い

る
。

　
「

鳴
鶴
」

は

悪
条
件
の

も
と

で

も

中
立

を
失

わ

ず
、

外
の

動
き

に

従
わ

な
け
れ

ば
、

応
じ

て

鳴
く

も
の

も
あ
る

と

こ

ろ

を
、

そ
れ

に

反

し

た
た

め

に
、

儔
匹
を

無
く
す

こ

と

に

な
る

。

つ

ま
り
、

鮑
照
の

認

識
し
た

鳥
は

、

孤
立

に

よ
っ

て

鳴
く

も
の

で
あ

り
、

原
作
と

対
置
さ

れ
る

。

　
『

傷
歌
行
』

の

語
句
を

踏
襲
し
、

阮

籍
の

よ

う
な
寓
意
性
の

過
多
な

表
現
は

避
け
、

感

情
の

由
来
を
明

瞭
に

し

た
。

そ
の

上
で

鳥
の

孤
立
を
描
い

た

と

こ

ろ

に
、

鮑
照
の

価
植
観
が

現
れ

る
。

　

　

［

黼
鏘

聾
ー

［

欝
籌
讐

　

結

局
の

二

句
、

す

な
わ

ち

第
四

聯
（

第
七
・

八

句
目

）

は
、

殆

ど

言
い

換
え

か

ら

成

り
立
っ

て

い

る
。

そ
れ

ぞ

れ
、

　
「

綜
立

」

は

「

徘

徊
」

を
（

そ
の

動
き

の

異
差

は

し

ば

ら

く
措
く

）

、

　
「

為
誰
久
」

は

将

何
見
・

を、

．

寂
寞
・

は

薹
思
」

を
、

そ
し
て

・

空
自
愁
L

は

「

独

傷
心
」

を
、

言
い

換
え

て

い

る
。

た

だ
し

、

結
二

句
は
一

篇
の

全

て

を
承

け

る

の

で
、

言
い

換
え

と
は
い

っ

て

も
、

内
包
す

る

概
念

は

異
な
る

部
分
が

あ
る

。

特
に

擬

作
の

「

為
誰
久
」

と

「

寂
寞
」

で

あ

る
。

　
「

為
誰
久
」

は
あ
る

人

物
を
想

定
し
た

表
現

で

あ

る

の

に

対

し
、

原
作
の

「

将

何
見
」

は

あ

る

事
件

を
想

定
す
る

。

ま

た
、

　
「

寂

寞
」

は

『

淮
南
子
』

斉

俗
訓
に

「

蕭
条
は

、

形

の

君

に

し

て
、

寂

寞

は
、

音
の

主
な

り
」

と
あ
る

よ

う

に
、

本
来
は

全
て

の

音

を
有
す
る

状
態
を
言
う

。

恰
も

「

蕭
条
」

や
「

虚
無
」

が

あ

ら

ゆ

る

有

形
を
蔵

し

て

い

る
か

の

よ

う
に

で

あ
る

。

そ

れ

が
一

般
、

お

よ
び
こ

こ

で

は
、

　
『

説
文

解
字

』

に

「

寂
は

、

入
の

声
無
き

な
り

」

と

言
い
、

薛
君

『

韓

詩
章
句
』

に

「

寂
は

、

声
無
き

の

貌
な
り

。

漠
は

、

静
か

な
り

」

と

言
う
よ

う
に

、

無
声
の

意
昧
に

使
わ

れ
、

言
い

た
い

事
を
言
え

ず
に

い

る

状
態

を
表

す
。

原

作
の

「

憂
思
」

と

は
、

対

象
に

対
す
る

思
い

の

吐

露
の

仕
方
が

異

な
る

。

　

因

み

に
、

原
作
の

「

徘
徊
」

、

擬

作
の

「

佇
立
」

は
、

そ

れ

ぞ
れ

『

傷

歌
行
』

の
一

東
西

　

安
く
に

か

之
く
所

ぞ
、

俳

偲
し

て

以

て

彷

徨
す

。

：
．

…

佇
立

し

て

高
吟

を
吐
き

、

憤
り

を
舒
べ

て

穹
蒼
に

訴
ふ
」

の

語
句

を
借

用
す
る

。

こ

れ

ら
の
、

冒

頭
に

掲
げ
た

楽
府

古
辞

『

傷

歌

行
』

お

よ

び

『

古
詩
十
九

首
』

其
レ
九

の

語

旬
の

襲
用

に

つ

い

て
、

鮑
照
は

、

阮

籍
の

用
い

た

も
の

は

採

ら
ず

、

用
い

な
か
っ

た

も
の

を

採
る

。

こ

の

よ

う

な
と

こ

ろ

に

も
、

原

作
に

対
す

る

対
置
意

識
が

意

図
的

に

働
い

て

い

る

と

言
え

る
。

　

以
上
、

阮

籍
（

原
作
V

と

鮑
照

（

擬
作
）

の

作
品
の

二

句
ご

と

の

対
比

を
、

そ
の

構
成

順
に

試
み

る

こ

と

で
、

両
者
の

「

憂

生
の

嗟
き

」

の

表

現
に

概
念
上
の

認

識
の

違
い

が

あ
る

こ

と

を
見

て

き

た
。

阮

籍

に

お

い

て

は

世
相
に

対

す

る

憂
い

、

鮑
照
に

お
い

て

は

対
人
関
係
に

発
す
る

憂
い

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の

基

盤
に

あ

る

と

言
え

よ

う
。

他
方
・

概

念
の

基
盤
に

相
違
が

認
め

ら
れ

る
に

も

か

か

わ

ら

ず
、

鮑
照

は

原

作
の

表
現

形
式
か

ら
、

大
き

く
は

離
脱
し

よ

う

と

し

な
い

。

そ
こ

に

は
、

阮

籍
の

表

現
形
式
（

主
と

し

て

寓

意
性
に

関
す
る

そ

れ
）

を
肯
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定
的
に

評
価
し

よ

う
と

す
る

意
識
も

察
せ

ら
れ

よ
う

。

　
鮑
照
は
、

自
ら
と

阮

籍
と

の

差
異

を
、

成
立

年
代
未
詳
の

『

謝
解

　
　
　

　

禁
止

表
』

で
、

　
　

奇
な
る

は

阮
籍
に

非
ぎ
れ

戴
保
持
の

助
無
し

。

才

箋
衍
に

　
　

愧
つ

る

も
、

輻
轢
の

困

し

み

有
り

。

と

言
う

。

こ

の

表
は

、

恐
ら

く
、

始
興
王

濬
の

侍

郎
職
を
辞
す
る

際

に

擣
ゲ

た

『

侍

郎
報
満
辞

閤
疏
』

と

相
前

後
し

て

作
ら

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

推
定
さ

れ
る

。

そ
れ

は
、

と

も

に

自
ら

の

性
を
「

猖
狂
」

と

言
い
、

且
つ

自
ら

を
後
漢
の

不
遇
の

人

馮
衍
に

な
ぞ
ら
え

た

記
載

が

見
え

る

こ

と

に

拠
る

。

　
『

侍
郎

報
満
辞

閤
疏
』

に

は
、

　
　

臣

…

…
幼
く
し

て

性

は

猖
狂

、

，

膩
ゲ
る
に

因
つ

て

勇
を
慕
ひ
、

　
　

擶
ふ

を
釈
め

て

書
を
受
け

、

耕
す

を
廃
め

て

文
を
学
ぶ

。

虎

を

　
　

画
き

て

既
に

敗
れ

、

歩

を
学
ん

で

成
る

無
く

、

反
つ

て

帰

跂
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
せ

ま

　

　

　

　

　

　
　
　
　
く

　
　

拙
く

、

還
た

鶩
雀
よ

も

陋
し

。

日

晏
れ
て

途

遠
く、

塊
然
と

し

　
　

て

自

ら
喪
ひ
、

加

ふ

る

に

良

無
き

を
以

て

し
、

根
は

孤
に

し

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　れ
でり

　
　

伎
は

薄
し

。

既
に

馮
衍

負
困
の

累
ひ

に

同
じ

く
、

復
た

相
如

消

　
　

渇
の

疾
ひ

を
抱

く
。

：・
：
・

と

あ

る
。

馮
衍
は

将

軍
職
の

職
責
を
全

う
で

き

ず
に

ひ

と
り

帝
に

黜

け

ら

れ
、

外
戚
と

交
わ

り
を

結
ん

で

帝
に

罪

を
得

、

さ

ら
に
、

文
が

そ
の

実
に

過
ぎ
る

と

そ
し

ら

れ

て

家
を
廃
さ

れ

た
。

そ

の

不
遇
を
決

定
的
に

し
た

の

は

嫉
妬

深
い

女
を

妻
に

娶
っ

た

こ

と

で
、

『

後
漢
書
』

の

本

傳
に

は

「

…
…
遂
に

時
に

焔

壕
す
」

と

記

す

よ

う
に
、

こ

こ

に

至
っ

て

全

て
が

う
ま

く
ゆ

か

な
く
な
っ

て

し

ま
っ

た
。

、

堆
嫖
・

は

「

坎

凛
」

、

　
「

報
鞣
」

も

同
じ

で
、

宋
玉
の

『

九

弁
』

の
「

坎

廩
兮
」

王

逸

注
に
、

　
「

数
し

ば
患
禍
に

遭
つ

て
、

身

の

困

窮

す

る

な

り
」

と

あ

る

よ

う
な

状
態

を
言
う
。

鮑
照
は
、

前
掲
の

『

侍

郎

報
満
辞

閤

疏
』

で

・

擔
ふ

を
釈
め

て

書

を
受

け
、

耕
す

を
廃
め

て

文
を

学
ぶ
・

と

言
い
、

唐
の

李
延
寿
の

『

南
史
・

劉
義
慶

傳
に

も
、

な

て

三

　
　

照
始
め

嘗
て

義
慶
に

謁
し

て

未
だ

知

ら
れ

ず
、

詩
を
貢
つ

て

志

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ロ

　
　

を

言
は

ん

と

欲
す

。

人
こ

れ

を
止
め

て

曰
は

く
、

卿

位
尚

ほ

卑

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

さ

かや

　
　

し

き

に
、

軽
が

る

し

く

大
王

に一
忤
ふ
べ

か

ら

ず
、

と
。

昭…
　

勃

　
　

然
と

し

て

日
は

く
、

千
載
よ

り

上
に

英

才
異
士

の

沈
没

死

て

聞

　
　

こ

え

ざ

る

者
有

り
、

安
ん

ぞ
数
ふ
べ

け

ん

や
。

大
丈
夫
豈

に

遂

　
　

に

知

能
を

離
む

も
、

蘭
と

艾
と

辨
ぜ
ざ

ら
し
め
、

終

日

碌
々

と

　
　

し

て
、

燕

雀
と

相

隨
は

ん

や
、

と
。

是
に

於
い

て

詩
を

奏
し
、

　
　

義
慶
こ

れ

を
奇
と

す
。

と

あ

る

よ

う
に

、

文

オ
で

身

を
立
て

よ

う

と

し
た

。

そ

れ

は
『

荘
子
』

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

れ

エ

山

木
篇
に

「

義
の

適
ふ

所
を
知

ら

ず
、

礼
の

将
ふ

所
を
知

ら
ず

。

猖

狂
に

し

て

妄
り

に

行
ふ

、

…

…
」

と

あ

る

よ

う

に
、

礼
義
知

ら

ず
の

行

為
で

も
あ
っ

た

が
、

寒
門
の

出
で

あ

る

が

故
に

、

事
あ

る

ご

と
に

、

身

を
立
て

る

こ

と

に

行
き

悩
ん

だ
。

恰
も

馮
衍
が

困
窮
の

要
因
を
も

っ

て

い

た

よ
う
に

で

あ

る
。

そ
れ

を
鮑
照
は
・

才
愧
馮
衍
、

有
輻
轢

之
困
L

と

言
い

、

　
「

同

馮
衍

負
困
之
累
」

と

言
っ

た
。

　

一

方
、

阮

籍
は

と
い

え

ば
、

魏
の

奮

康
の

『

与
山

巨
源
絶
交
書
』

に
、
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阪
嗣
宗
は

口

に

人

の

過
ち

を
論
ぜ

ず
。

吾

敏
に

こ

れ

を
師
と

す

　
　

る

も
、

未
だ

及
ぶ

能
は

ず
。

至
性

　
入
に

過
ぎ

、

物
と

傷
つ

く

　
　

る

無

く
、

唯
だ

酒
を
飲
ん

で

過
差
す
る

の

み
。

礼
法
の

士

の

た

　
　

め

に

縄
せ

ら
れ

、

こ

れ

を
疾
む

こ

と

讎
の

ご

と

き

に

至
つ

て

は
・

　
　

幸
に

大
将
軍
の

こ

れ

を
保

持
す

る

に

頼
る

の

み
。

…

…

と

あ
る

よ

う
に

、

人
の

過
ち

を
口

に

せ

ず
、

人

を
傷
つ

け

る
こ

と
が

無
か
っ

た

の

で
、

礼
に

合
わ

な
い

行

為
が

あ
っ

て

も
、

大
将
軍
司

馬

昭
の

「

保
持
」

に

頼
る

こ

と
が

で

き

た
。

そ
れ

は

阮

籍
自

身
も

『

詠

　
　

　

　
　

　

　
　
め

　

あ

懐
詩
』

其
二

十
に

「

嗟
々

塗
土
の

士
、

何
を
用
つ

て

自

ら
保
持
す
る

」

と

言

う
よ

う
に
、

常
に

患
禍

を
慮
り

、

　
「

保
持
」

に

は

慎
重

で

あ
っ

た

か

ら

で

あ
ろ

う
。

魏
の

李
康
の

『

家
誡
』

に

は

司
馬

昭
の

言

葉
を

引
き

、

　
　

…・
，・

天

下
の

至
慎

な
る

者
は
、

其
れ

唯
だ

阮

嗣
宗
の

み
か

。

こ

　
　

　

　
しのし

　
　

れ

と・
ぎ

う

毎
に

、

言
は

玄

遠
に

及
び

、

而
し

て

未
だ

當
て

時
事

　
　

を
評
論
し

、

人

物
を
臧

否
せ

ず
。

至
慎
と

謂
ふ

べ

き

か
・

と

言
う
の

も
、

翫
籍
の

「

至
慎
」

の

態

度
が

｛

保
持
の

助
L

を
も
た

ら

し

て

い

る
こ

と

を
物
語
る

。

ま

さ

に

鮑
照

の

評
す

る

「

奇
」

で

あ

る
。

　
「

奇
」

は

鮑
照

の

詩
文
に

ト
例
あ

ま

り
晃
ら

れ

る
。

そ
の

半
数
以

上
は
、

例
え

ば
、

　
　

蜀
漢
多
奇
山

、

仰
望

輿

雲

平
。

簸

枯

　
　
殊
物

藏
珍
怪
、

奇
心

隱

仙
籍

。

雛
鞜

香

　
　
酒
出
野

田

稻
、

菊
生
高

岡
草
、

　
　

昧

貌
復
何

奇
、

能
令
君
傾
倒

。

塔
琳

の

よ

う
に
、

群
を
抜
い

て

秀
で

る

さ

ま

を
意
昧
す
る
が

、

他
に

例
え

ば
、

　
　

雖

凌
群
以
擅
奇
、

終

從
歳
而

零
歇

。

嫉
蓉

　
　

誠
愛
秦
王

之
奇
勇
、

不
願

絶
筋
而

稱
力

。

髄
測
七

　
　

凌
清
瞰
遠
、

擅
奇
含
秀

、

是
亦

居
勢

使
之
然
也

、

故

オ
之

多
少

、

　
　

不
如

勢
之
多
少
遠

矣
、

觚
燃

山

の

よ

う

な
用
例
が

見
ら

れ

る
。

　「

芙

蓉
」

は

群

を
憐
い

で

美
し

い

が
・

時
期
が

来
れ

ば

凋
み

、

秦
の

武

王

は

力
を
誇
っ

た

が
、

力
士
と

競
っ

て

膝

の

筋
を
切

り
、

　
「

瓜

歩
山
」

と
い

う
小

山

は

他
の

「

清
」

な
る

風

景
を

凌
ぐ
が

、

地
理

的

な

嚢
と

し

て

そ

う
で

あ

る
ま

で

の

こ

と
、

と
い

う
よ

う
に

、

鮑
照
は

「

奇
」

を
、

危
う
さ

と

う
ら

は

ら
の

状
態
で

秀
で

て

い

る

も

の

に

も
適
用

す

る
。

阮

籍
を
「

奇
」

と

評

す

る

の

も
、

こ

の

含
み

を
も

た

せ

て

あ

ろ
う

。

鮑
照

は
、

自
分

に

は

及

ば

な
い

・

奇
L

な

る

翫

籍
の

秘

訣
が

・

司

馬
昭
の

言
っ

た

．

至
慎
・

と

表
裏
を
な

す
・

玄
遠
L

と

葆
持
L

と

の

関

連
に

あ

る

と

見
て
い

た
よ

う
に

思
わ

れ

る
。

さ

ら

に
、

そ
れ

に

加
え
、

。

詠
懐
詩
』

に

注
を
施
し
、

鮑
照

と
も
詩

論
を
た

た

か

わ

せ

た

こ

と
の

あ

る

顔
延
之
の

『

五

君

詠
』

阮

歩
兵

に
、

　
　

　

　
　

　

　
し

す

　
　

阮

公
は

跡
を

淪
む

と
雖
も
、

識
は

密
に

し

て

鑒
も
亦
た

溝
し
。

　
　

　

　
　
かハわ

　
　

沈
酔
は

照
き
を
埋
む

る

に

似
、

寓

辞

は

諷

を

託

す

る

に

類

　
　

す
Q

…

…

と

あ

る

の

に

拠
り
、

　
「

至

慎
」

が

緻
密
な

洞
察
に

裏

打
ち

さ

れ

て

い
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る

と

同
時
に
、

　
「

玄
遠
」

が

諷

刺
を
含
む

寓
辞
で

あ

る
こ

と
も
知
っ

て
い

た

と

考
え

ら
れ

る
。

後
に

李
善
も

「

志
は

刺

譏
に

在
る
」

よ

う

で

あ
る

と

言
っ

た

が
、

鮑
照

が
、

以
上
の

よ
う
な
阮

籍
の

人
物
像
お

よ

び

作
風

に

興
味

を
抱
い

て

い

た
で

あ
ろ

う
こ

と
は

、

推
測
に

難
く

な
い

。

阮

籍
の

作
品
の

代
表

で

あ
る

『

詠

懐
詩
』

其
一

を
擬
作
の

対

象
に

選
ん

だ

動
機
も

、

鮑
照
に

は

無
い

、

こ

の

「

保
持
の

助
」

と
の

関

連
か

ら

浮
か

び
上
が

ろ
う

。

す

な
わ

ち
、

　
「

保
持
」

を

得
る

に

は
、

諷

刺

を
効
か

す
に

も
、

　
「

隠

避
」

　
（

李
善
に

よ

る

評
語
）

な

表
現
形

式
を
用
い

る

既
籍
の

詩
風
の

典
型
と

し

て
、

　
『

詠
懐
詩
』

其
一

を
評

価
し

て

お

き

た

か

っ

た

た

め

で

あ
ろ

う
。

　

最
後
に

、

結
論
と
し

て

纏
め

て
お

く
と

、

擬

作
詩
は
、

晋
の

傅
玄

　

　
　
　

　
注
 

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
注
 

の

「

擬
四

愁

詩
』

を
は

じ
め

、

陸
機
の

『

擬

古
』

十
四
首
、

梁
の

江

淹
の

『

雑

体
』

三

十
首
な
ど

に

代
表
さ

れ

る

よ

う
に

、

本
来
、

原
作

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ま

　

に

対
す
る

批

評
的
意
味

を
も
つ

。

鮑
照

も
そ
の

流
れ

の

上
に

あ
っ

て
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ス
タ

イ

ル

数
首
の

擬

作
詩
を

作
り
、

古
人

や
そ
の

詩
の

体

を
批
評
す
る

が
、

そ

の

中
で

、

　
「

擬
阮
公
夜

中
不
能

罧
』

詩
は

、

阮

籍
の

『

詠
懐
詩
』

其

一

の

「

寓
辞
」

　
（

顔
延

之
に

よ
る

評
語
）

を
評

価
し
た

も
の

で

あ
っ

た
。

鮑
照

は
、

恐
ら
く

作
詩
当

時
、

太
子

劭
の

文
帝
弑
逆
事

件
を
背

景
に

台
頭

し

て

き

た

孝
武
帝
劉

駿
や

鮑
照
の

当

時
の
パ

ト
ロ

ン

格
で

あ
っ

た

柳
元

景
ら
に

、

か

つ

て

の

恩

人
で

あ

る

始

興
王

劉
濬
が

誅
さ

れ

る

場
面
に

際

会
し

、

　
（

手
出
し

口

出
し

の

で

き

な
い
）

複
雑
な

気

持
ち

を
抱
い

て
い

た
。

そ
こ

で
、

パ

ト
ロ

ン

の

「

保
持
の

助
」

を
失

わ

ず
、

諷

刺

を
効
か

せ

る

方
策
と

し

て
、

そ

れ

が

最
も
有
効
な

『

詠

懐
詩
』

其
一

の

表
現
形
式
を
見

出
し

、

原
作
と

の

対
置
効

果
を
抽
き

出
す
ぺ

く
言
い

換
え

、

自
己

の

文

学
観
に

ひ

き

付
け

て

擬

作
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

そ
れ

は
、

原
作
の

「

寓
辞
」

を
全

面
的
に

評

価
す

る
の

で

な
く
、

例
え

ば
、

擬

作
の

中
で

「

夜
」

の

概
念

を
明
確

化
し
、

ま

た

「

繁
憂
を
乱
ら
す
」

や

「

絶
え

て

儔

無
し

」

な

ど
、

感

情
や

状

況

の

解
釈
を
も

加
え

た

と
こ

ろ

に

見
ら

れ

る
。

原

作
の

よ
う
な

、

　
「

隠

避
」

　
（

李
善
に

よ

る

評
語
）

な
表
現
が

多
く

、

却
っ

て

「

情
を
以

て

測

り
難
き

」

　
（

李
善
に

よ

る

評
語
）

部

分
は

避
け

よ

う
と

し
た

た
め

で

あ

ろ
う

。

　

梁
の

鍾

蠑
は

、

　
『

詩
品
』

中
品
に

鮑
照
の

文

学
観
を
と

ら
え

、

　
　

…
…

巧

似
を
貴
尚
し
、

危
仄
を
避
け

ず
、

頗
る

清
雅
の

調
を
傷

　
　

ふ
。

故
に

險
俗
を
言
う

者
は

、

多
く

以
て

照
に

附
く

。

と

言
う

。

ま
た

、

　
『

宋
書
』

劉

義
慶
傳
に

鮑
照
が

故

意
に

「

鄙
言
累

旬
」

の

多
い

詩
を
作
っ

た

と

あ

り
、

民
歌
の

俗
語
表

現
を
そ
の

ま
ま

　
　
注

 

用
い

る

な
ど

、

鍾
蠑
に

「

険

俗
」

と

評
さ

れ

る

よ
う

な
通
俗
的
な
文

学
観

を
、

鮑
照
は

確
か

に

も
っ

て

い

る
。

し

か

し

彼
の

こ

の

傾
向
は

、

典
故
が

少
な
く
、

雕
琢
の

過
多
で

な
い

、

か
つ

鳥
類
な

ど

を
用
い

た

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
庄
 

比

興

表
現
と

相
俟
っ

た

素
朴
さ

を
生
み

出
し

て

い

る
こ

と

も

確
か

で

あ

る
。

そ
れ

は
、

幾

分
か

の

雕

琢
の

跡
を
の

こ

し
、

　
「

清
雅

の

調
を

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
は

　

傷
ふ
」

に

し
て

も
、

即

物
的
で

絵
画
的
な

「

巧
似
」

を
た

っ

と
ぶ

文

学
観
と

無
関

係
で

な
い

。

原
詩
の

「

隠
避
」

な
表
現
を
全
面
的

に

評

価
し
な
か

っ

た

の

は
、

こ

の

文

学
観
に

よ

る

も
の

で

あ

る

と

考
え

た
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い
。

自
ら
の

擬
作
が

原

作
と

対
比
さ

れ
る

こ

と

も
意
識
し

、

自

分
の

根
底
に

あ
る

「

巧
似
を
貴
尚

す
る
」

文

学
観
に

基
づ

い

て
、

原
作
を

暗
々

裏
に

批
評
し

な
が

ら

も
、

追
隨
の

困
難

な
「

隠
避
」

な
「

寓
辞
」

の

文

学
を
標
榜
し

よ
う
と

し

た

と
こ

ろ
に
、

飽
照
の

こ

の

擬
作
の

意

図
も
あ
っ

た

よ
う
に

思
う

。

　

　
　

　
注

−

　
吉
川

幸
次

郎
氏

「

阮
籍
の

詠

懐
詩
に

つ

い

て
」

　
（

筑
摩
叢
書
94

『

中

国
詩

　
史
』

上

所

収）

に

負
う
と
こ

ろ

大

で

あ
る

。

2
　
　

「

挧
」

は

「

文
選
』

に

「

朔
」

に

作
る

。

3
　

『

文
選
』

巻
二

←
七

の

胡

氏
考
異
は

『

長
歌
行
』

に

改
め

る
。

4
　
拙
稿

「

『

古
詩

十
九

首
』

の

擬

作
詩
−

ー
其
三
に

つ

い

て

…
−

」

　
（
広

島

　
キ
ハ…［
子

附
属
出
T
・

古

同

等
μ

子

校
　

『

鬮
圏
甄
叩

科日
κ

研

究
の

孔

亜
孤
』

　
牌

弔
LT

壽
ハ

ロ
万

所

収）
　

を
参
昭…

　
さ

れ

た

い
。

5
　

『

立

命
館
文

學
』

三
六

四
・

三
六

五
・

三

六
六

号
所
収．、

6
　
【

襟
L

は

『

文

選
』

に

「

衿
」

に

作
る

。

7
　
散
騎
侍
郎
虞
炎

奉
教
撰

『

鮑
照

集
』

序
に
、
「
儲
皇
（
文

惠
太
子

蕭
長

懋）

　
博
採
羣
言、

遊
好
文

藝、

片

辭
隻

韻、

罔
不
収
集

，

照

所
賦

述、

…

…
年
代

　

　
　

　
　

　
　

　
　し　　　　ミ　　　ル
　　　　て　　　　　　　　も　　　　コ　
　　も
　　
　　ユ

　
稍
遠

、

零
落
者
多、

今
所
存
者
、

償
能
半
焉

。

」

と

あ
る．、

こ

の

序
は
南
斉

　
の

建
武
二

年
（
四
九
五

年）

に

書
か

れ

た
。

8
　

鮑
照
の

『

秋
夜
』

二

首
・

其
一

の

「

幸
承
天
光

轉、

曲
景
入

幽
堂

。

薛
徊

　
集

通
随

、

宛

轄
燭
迥
梁

。

…

…
」

は
、

寓
意

的
に

捉
え
れ

ば
、

つ

け

入
る

隙

　
の

意
で

あ
ろ

う
。

9
　

「

表
」

は

テ

キ
ス

ト
に

よ
っ

て

は

「

疏
」

に

作
る

。

鮑
照
の
「
表
」

と
「

疏
」

　
に

は、

し

ば
し

ば

混
乱
が

見

ら
れ

る
。

10
　

コ

困
L

は

張
溥
本
に

「

因
」

に

作
る

。

11
　
朱
起

鳳
の

「

辞
通
』

に

詳
し
い

。

12
　
拙
稿

「

傅
玄

『

擬
四
愁

詩
』

考
」

　（
東
方

書
店
刊

「

貼
細
娵
齦

中
国
文

学
語

　
学
論
集
』

所
収
）

を

参
照
さ

れ

た

い
。

13
　

「

文

選
』

登
載
の

十
二

首
に
、

　
「

駕
言
出
北

闕
」

で

始
ま
る

「

擬

駆
車
上

　
東
門
」

詩
お

よ

び
「

遨
遊

出
西
城
」

で

始
ま

る

「

擬
迥

車
駕
言
邁
」

詩
の

二

　
首
を
加
え
る

。

14
　
高
橋
和
巳

氏
「

陸
機
の

伝
記
と

そ
の

文
学
」

お

よ
び

「

江

淹
の

文
学
」

（
と

　
も
に

河
出
書
房

新
社
刊
・

高
橋
和
巳
作
品

集
9
『

中
国
文
学
論
集
』

所
収）

　
に

批
評
の

観
点
で

と

ら
え
た

論
考
が

見
ら

れ

る
。

15
　
胡
国
瑞
氏

『

魏
晋
南
北
朝
文
学
史
』

　
（

上

海
文
藝
出

版
社

刊）

第

四
章、

　
第
三
節
・

鮑
照
に
、

　
「
它
們
（

『

行
路
難
』

）

在
語
言
上
也

表
現
着

恨
大

的

　
民
歌
特
色、

如

『

富

貴
不
由
人
』

・

『

莫
惜

床
頭
百
個
銭
』

、

簡
直

是
口

頭

俗
語、

所
以
鍾

蠑
批

評
他

『

険
俗
』

。

」

と

言
う
。

16
　
中
国
科
学
院
文

挙
研

究
所

中
国
文
学
史
編

写
組

編
写

『

中
国
文
学
史
』

（
人

　
民
文
学
出
版
社
刊
）

一
、

魏
晋
南
北
朝
文
学、

第
六

章
・

南
朝
作
家、

第
三

　
節
・

蚫
照

に
、

　
「

此

外
也
有
一

些
較
為
朴
素
流
暢
可

誦
的
抒
情
詩、

如

『

贈
傅
都
曹
別
』

、

　
…
…

（
中
略
）

…
…
全

詩
純
用
禽
鳥
来
比
喩

自
己

和
傅
的

関
係、

…

…

（

中

　
略
）

…

…

詩
中
很
少
典

故、

也
没
有
罷
琢
過

甚
之

処、

藝
術
上
柑
当
完
整

。

　
又

如

『

日

落
望

江
贈
苟
丞
』

也
是
基
本
上
用
朴
素
的
詞
句

来
抒
情
和
写
景
之

　
作、

運
用
比
興
饒
有
餘
味

。

」

と

言
う

。

17
　
同
上

『

中
国
文
学
史
』

に、

　
「

這

封
信
（

「

登
大
雷
岸
与
妹
書
』

）

用

瑰
麗

奇
崛
的
筆
調

、

模
絵
了
旅
途

　
的

景
物

。

体
物
写
貌、

力

求
巧
似、

很
能
生
動
地

傳
達
出
山
川
的
神
態、

所

　
以
有

些
評
論
者
甚
至
認

為
名
画
家
李
思
訓
的
図
画

也
難

及
這
篇
文
章
精
工

。

例
如
、

其

中
写
廬
山

的
一

節、

…
…

〔
以
ド
省
略
）

…

…
」

と

言
う
D
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